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出典：Lloyd’s List One Hundred Ports 2025
    
（注）取扱量単位は千TEU。
※ NY ・ NJは、ニューヨーク ・ ニュージャージーの略。

出典：Lloyd’s List One Hundred Ports 2025

主要港2024年コンテナ取扱量1
2024年のコンテナ取扱量上位10港のうち、6港を中国、9港をアジアの港湾が占める。世界の生産拠点である中国の輸出入港を筆頭に、
シンガポール、釜山、ドバイなどのトランシップ拠点がこれに続き、欧米の輸入港は最上位のロッテルダムでも11位にとどまる。

主要港コンテナ取扱量の推移（1980、2001、2024年経年比較）2
1980年には神戸4位、横浜12位、東京18位と、わが国の港湾は世界の上位に位置していた。しかし生産拠点が日本から中国・東南
アジアへ移るなかで順位は下がり続け、2024年には最上位の東京でも45位となった。アジア全体のシェアが拡大するなか、わが国は
その例外として相対的地位を大きく低下させている。
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※

わが国の海上貿易量の内訳4
わが国の海上貿易をみると、コンテナ貨物では、輸出入ともにアジア地域内との貿易が6割以上を占めている。
不定期船貨物については、輸出ではアジア域内が約7割、輸入では大洋州や中東等の資源保有国からの輸入がシェアの半分以上を占める。

コンテナの荷動き（推計）3
2025年の世界のコンテナ荷動き量は、210,558,061TEUで前年比4.2%の増加だった。東アジア域内だけで見ると、前年比3.6％の増加である。
現在の世界のコンテナ荷動きは、アジア／北米、アジア／欧州の基幹航路よりも東アジア域内の方が圧倒的に多くなっている。

作成：（公財）日本海事センター

出典：財務省貿易統計　
（注） ①2025年の数値。  ②コンテナ貨物と不定期船貨物のデータについては財務省「貿易統計」を基に海事局作成。  ③端数処理のため、末尾の数字が合わない場合がある。

World Container Estimated Movement in 2025 前年比4.2%増Total : 210,558,061TEU 単位 : 千TEU
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出典：Lloyd’s List One Hundred Ports 2025
    
（注）取扱量単位は千TEU。
※ NY ・ NJは、ニューヨーク ・ ニュージャージーの略。

出典：Lloyd’s List One Hundred Ports 2025

主要港2024年コンテナ取扱量1
2024年のコンテナ取扱量上位10港のうち、6港を中国、9港をアジアの港湾が占める。世界の生産拠点である中国の輸出入港を筆頭に、
シンガポール、釜山、ドバイなどのトランシップ拠点がこれに続き、欧米の輸入港は最上位のロッテルダムでも11位にとどまる。

主要港コンテナ取扱量の推移（1980、2001、2024年経年比較）2
1980年には神戸4位、横浜12位、東京18位と、わが国の港湾は世界の上位に位置していた。しかし生産拠点が日本から中国・東南
アジアへ移るなかで順位は下がり続け、2024年には最上位の東京でも45位となった。アジア全体のシェアが拡大するなか、わが国は
その例外として相対的地位を大きく低下させている。
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わが国の海上貿易量の内訳4
わが国の海上貿易をみると、コンテナ貨物では、輸出入ともにアジア地域内との貿易が6割以上を占めている。
不定期船貨物については、輸出ではアジア域内が約7割、輸入では大洋州や中東等の資源保有国からの輸入がシェアの半分以上を占める。

コンテナの荷動き（推計）3
2025年の世界のコンテナ荷動き量は、210,558,061TEUで前年比4.2%の増加だった。東アジア域内だけで見ると、前年比3.6％の増加である。
現在の世界のコンテナ荷動きは、アジア／北米、アジア／欧州の基幹航路よりも東アジア域内の方が圧倒的に多くなっている。

作成：（公財）日本海事センター

出典：財務省貿易統計　
（注） ①2025年の数値。  ②コンテナ貨物と不定期船貨物のデータについては財務省「貿易統計」を基に海事局作成。  ③端数処理のため、末尾の数字が合わない場合がある。
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フルコンテナ船運航船腹量
上位20社

5

近年、コンテナ業界では上位船社への集中度が高まっている。
1995年では上位３船社のシェアは17.3％であったが、2026年
には47.9％まで上昇している。

出典：Alphaliner、日本郵船調査グループ「世界のコンテナ輸送と就航状況」 作成：（公財）日本海事センター
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コスコ

エバーグリーン

OA

日本郵船

ハパッグロイド

NOL

P&Oコンテナーズ

GA

日本郵船

ハパッグロイド

NOL

P&Oコンテナーズ

GA

川崎汽船

陽明海運

コスコ

韓進海運

CKYH

川崎汽船

陽明海運

コスコ

韓進海運

CKYH

川崎汽船
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CKY
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コスコ
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商船三井

現代商船

APL/NOL

TNWA

ONE

陽明海運

HMM
（旧現代商船）
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ONE

ハパッグロイド
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（旧現代商船）

TA

CMA-CGM

コスコ
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OA

CMA-CGM

コスコ
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OA
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ハパッグロイド

陽明海運 陽明海運

TA

CMA-CGM
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OA

商船三井
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APL/NOL
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1995 1996 1998 2003 2008

マースク

MSC

2M

マースク

MSC

2M

マースク

MSC

2M

マースク

MSC

2M

マースク

ハパッグロイド

ジェミニ

CMA-CGM

UASC

CSCL
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2015 2017 2018
MSC

2020 2025

T G A：ザ・グローバルアライアンス
T     A：ザ・アライアンス
O     A：オーシャン・アライアンス
G     A：グランド・アライアンス

TNWA：ザ・ニューワールド・アライアンス
ジェミニ : ジェミニ・コーポレーション
プレミア : プレミア・アライアンス

川崎汽船

商船三井

日本郵船

ONE

TA

6 コンテナ船社のアライアンス
世界規模での最適配船、コスト合理化を図るため、コンテナ運航船社間協定による複数の航路やサービスでの協調体制である「アライ
アンス」が1990年代に誕生。2017年7月に邦船3社が定期コンテナ船事業部門を統合しOcean Network Express（ONE）を設立、
2018年4月にサービスを開始した。2025年2月から新しいアライアンス体制がスタートした。

ハパッグロイド

陽明海運

作成：（公財）日本海事センター
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SHIPPING NOW 2026-2027／データ編SHIPPING NOW 2026-2027／データ編

2016

USL
（米国）1872

1987
×
倒産

2016
×
倒産

ONE
（シンガポール）

作成：（公財）日本海事センター（企業グループ別フローチャート）

19971987韓進海運
（韓国）1977

Korea Shipping Co
（韓国）1949

韓進海運
（韓国）

Senator Line
（ドイツ）1956

韓進海運
（韓国）

大手コンテナ船社の主なM&A等の動き
激しい国際競争により、世界のコンテナ船社は1990年代より世界規模でM&Aを繰り返し、集約・再編が進んでいる。

※2026年4月現在のデータを元に作成

1． 　 　は、2026年現在のコンテナ船腹量上位20社にランクされ、
　　　　　　 　この20年の間にM&Aが行われた企業である。
2. 　　　　　　 は、2010年以前に上位20社にランクされる状況にあったことを示す。
　　　　　　　（【'00】はこの時点で上位20社にランクされたことを示す。）

3. 上位20社にランクされない状況にある場合は、　　　で示してある。
4. 右欄のランキングの下段(　　)書きは、上位20社中のシェア（％）である。
5. 　　 内の数字は前年のランキングである。
6. 枠内の数字は会社設立年である。

上記 7社
合計78％

❸
❹
❺
❻

❶

 

❷

Sea-Land
（米国）1960

Safmarine
（南アフリカ）1946

CMB
（ベルギー）1895

Ben Line
（英国）1919

 EAC
（デンマーク）1897

Maersk Line
（デンマーク）

OCL
（英国）1965

P&O
（英国）1837

1998

1998

1999

1997
2000

1993

1991

1986

2005 2017

2018

Maersk Line
（デンマーク）1904

Nedlloyd Line
（オランダ）1970

P&O
（英国） P&O Nedlloyd

（英国 /オランダ）

Blue Star Line
（英国）1911

Farrell Line
（米国）1900

Harrison Line
（英国）1853

2026年 2025年

ランキング

22
(14%)

11
(21%)

1997  NOL
（シンガポール )1968

APL
（米国）1938

NOL/APL
（シンガポール）

CMA
（フランス）1978

ANL
（オーストラリア）1956

CGM
(フランス）

CMA-CGM
（フランス）

Cheng Lie Navigation
（台湾）1971

U.S.Lines
（米国）2003

Comanav
（モロッコ）1946 

Delmas
（フランス）1867CGT

（フランス）1855

MM
(フランス）1852

2006 2007 2016

1973

1998 1999 CMA-CGM
（フランス）

CMA
（フランス） 33

(13%)

CCNI
（チリ）

MSC
（スイス）1970

COSCO
（中国）

Evergreen
（台湾）

1998Evergreen
（台湾）1968

Lｌoyd Triestino
（イタリア）1936

77
(6%)

44
(11%)

COSCO
（中国）

CSCL
（中国）

OOCL
（香港）

2014CSAV
（チリ）1872

CSAV
（チリ）

CSAV
（チリ）

Norasia Line
（スイス）1984

Montemar
（ウルグアイ）

1999
【'99】

2000

UASC
（アラブ首長国連邦）

NL
（ドイツ）1857

HAPAG
（ドイツ）1847 TUI AG

（ドイツ）

投資企業集団
（ドイツ）

Hapag-Lｌoyd
（ドイツ）

Lykes Line
（米国）1900

CAST
（ベルギー）1969

Contship Container Line
（英国）1968

CP Ships
（英国）1891

2008

一部売却

2005

【'01】

1999199819971995

1996

1970
TUI AG
（ドイツ）

TUI AG
（Hapag-Lloyd の親会社・ドイツ）

ANZDL
（オーストラリア）

Ivaran Lines
（ノルウェー）1902

Flota
（コロンビア）1913

TMMのコンテナ部門
（メキシコ）1958

CP Ships
（英国）

CP Ships
（英国）

Hapag Lloyd A.G.
（ドイツ）

5

6

5
(7%)

Alianca
（ブラジル）1950

South Pacific Container Line
（米国）

1998 1999 2003 2004 2008

2015

1956

Costa Container Lines
（イタリア）1947

Kieng Hung
（台湾）

Columbus Line
（米国）1957

Crowly American Transport
（米国）1892

Hamburg-Sud
（ドイツ）1871

Deutshe Levante Linie
（ドイツ）1889

【'01】

2017

日本郵船
（日本）1885

1991

日本ライナーシステム
（YS,JLのコンテナ部門・日本）1988

日本郵船
（日本）

商船三井
（日本）

川崎汽船
（日本）

6
(6%)

Maersk Line
（デンマーク）

Hamburg-Sud
（ドイツ）


